
原発から自然エネルギーヘ牛←戸も

逗子｡葉山9条の会

２０１１年１０月２１日

池内了(総合研究大学院大学）
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文明の転換期一有限の地下資源簡単な計算

原発の殴備容量は4820万ｋＷ

÷家庭用太陽光設備Skwでは1600万台分
÷1台200万円として32兆円

÷半分､,1G兆円を賄えば原発は不要
１０年かけて実行すると÷1年で１．６兆円
これは高いか？
防衛予算は毎年4兆円，

原発事故の後始末で1ｏ兆円(？）
（メガソーラー､量産効果などでもっと安くなる）

地下資源文明の曲がり角

（日本は資源のない園）

・上流:資源の有限性(ｲﾗｸ戦争は？）

・下流:環境の有限性(廃棄物が累積）

地球の有限性の壁は桑り越えられない

つまり､地下資源文明は

・中流の便利さ･効率性の利用でしかない

（安易な文明であった）

文明の転換期一無限の地上資源 技術の転換

篭幾!;製間あ灘1噸から
（大量生産･大量消費･大量廃棄）
中央集槽.貧宮の拡大､資金の短期回収
÷小型化･分散化･多様化の技術へ
地上資源文明を支える核心

地方分権､地産地泊､ほどほどの豊かさ
・生産と消賢の直結一エネルギー節約体質
・災害などの危機に強い

地上資源文明へ

（日本は『資源の豊かな固り
水･太陽光と太隅熟･地熱･潮流｡風･植物

上流と下流はＯＫ

中流一地上資源をいかに使いこなすか

（エネルギー源､石油化学製品を乗り越える）

人類の知恵が戯される

●

発展から持続の時代へ 私たちはどうすべきか？

脱漏i莞のために

(1)まず､２０％の節電
１９９０年レベル(貧しかったか？）
火力発電で賄える
「ガマン｣でなく｢当たり前｣に

(2)１０年先には３０％の節電
残り3596を巨撚エネルギー'二
残りS５％を化石燃料に

（自然浄化が可能なレペル）

欲望過多の時代から÷欲望抑制の時代へ

・小型化･分散化･多様化の技術は

生産･消費･廃棄が把握できる

÷自分の手を汚し､自分が管理する

（｢お任せ｣体質からの脱却）

ラエネルギー節約が当たり前二なる

（エネルギー浪費体質からの脱却）
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